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【
編
集
部
よ
り
】
イ
ス
ラ
エ
ル
で
は
「
ホ

ロ
コ
ー
ス
ト
記
念
日
」（
ヘ
ブ
ラ
イ
語
で
ヨ
ム
・

ハ
シ
ョ
ア
、
今
年
は
４
月
28
日
）
が
独
立
記
念

日
の
１
週
間
前
に
来
る
が
、
国
連
は
１
月

27
日
を
「
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
犠
牲
者
を
想
起

す
る
国
際
デ
ー
」
と
定
め
て
い
る
（
ア
ウ

シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
解
放
日
、
２
０
０
５
年
に
制
定
）。

今
年
２
月
１
日
、
日
本
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の

国
会
が
共
同
で
こ
の
日
を
記
念
し
、
第
二

次
世
界
大
戦
中
に
ユ
ダ
ヤ
人
を
支
援
し
た

日
本
人
へ
感
謝
状
を
授
与
す
る
特
別
式
典

が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
の

式
典
に
参
加
さ
れ
た
山
谷
え
り
子
参
議
院

議
員
に
話
を
伺
っ
た
（
３
月
16
日
）。

▼ 

４
名
の
日
本
人
に
感
謝
状 

▲

――
ど
の
よ
う
な
式
典
だ
っ
た
の
か
、
様

子
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

山
谷
え
り
子　
「
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
犠

牲
者
を
想
起
す
る
国
際
デ
ー
」
に
ち

な
ん
で
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
日
本
の
友

好
議
員
連
盟
の
メ
ン
バ
ー
が
、
史
上

初
の
式
典
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
な
い

ま
し
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
友
好
議
員

連
盟
の
ほ
う
か
ら
、
４
名
の
日
本
人

の
英
雄
的
行
為
を
称
え
感
謝
状
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
４
名
と
は
、

ユ
ダ
ヤ
人
数
千
人
に
ビ
ザ
を
発
給
し

た
外
交
官
の
杉
原
千
畝
さ
ん
、
ナ
チ
政
権

が
迫
る
リ
ト
ア
ニ
ア
か
ら
逃
れ
た
学
生
３

０
０
人
を
支
援
し
た
小
辻
節
三
さ
ん
、
正

式
の
書
類
を
持
た
な
い
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
し

《 INTERVIEW 》

新
時
代
の
リ
ア
リ
ズ
ム
外
交

▼ 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

▲

山
谷
え
り
子

贈られた感謝状
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２
月
24
日
早
朝
に
開
始
さ
れ
た
ロ
シ
ア

軍
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
︑
世
界
の

目
を
一
瞬
に
し
て
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
と
釘

付
け
に
し
た
︒
イ
ス
ラ
エ
ル
は
ウ
ク
ラ
イ

ナ
か
ら
南
に
約
２
０
０
０
㎞
離
れ
て
い
る

が
︑
時
差
が
な
い
の
も
あ
っ
て
ウ
ク
ラ
イ

ナ
か
ら
届
く
映
像
に
は
よ
り
リ
ア
ル
感
が

漂
う
︒
第
三
次
世
界
大
戦
の
勃
発
か
と
囁

か
れ
︑
刻
一
刻
と
届
く
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら

の
映
像
を
固
唾
を
呑
ん
で
見
守
っ
た
︒

　

２
月
初
旬
︑
軍
事
演
習
と
称
し
て
ロ
シ

ア
軍
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
周
辺
に
大
規
模
集
結

し
始
め
る
と
︑
イ
ス
ラ
エ
ル
国
内
で
も
懸

念
が
広
が
っ
た
︒
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
は
約
１

万
２
千
人
の
イ
ス
ラ
エ
ル
国
籍
保
持
者

と
︑
10
万
人
以
上
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
住
ん
で

い
る
か
ら
だ
︒
１
９
９
０
年
代
︑
ソ
連
崩

壊
に
伴
い
１
０
０
万
人
以
上
︵
当
時
の
イ

ス
ラ
エ
ル
人
口
の
約
15
％
︶
の
〝
ロ
シ
ア
人

帰
還
者
〟
が
イ
ス
ラ
エ
ル
に
移
住
し
た
︒

最
も
多
か
っ
た
の
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ロ
シ

ア
か
ら
で
︑
そ
れ
ぞ
れ
約
30
万
人
ず
つ
と

言
わ
れ
て
い
る
︒
帰
還
者
の
親
族
の
多
く

は
今
も
な
お
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
ロ
シ
ア
に
在

住
し
て
お
り
︑
イ
ス
ラ
エ
ル
に
と
っ
て
両

国
は
身
近
な
存
在
な
の
で
あ
る
︒

　

そ
ん
な
イ
ス
ラ
エ
ル
が
今
回
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
危
機
を
ど
う
見
て
い
る
の
か
︑
現
地

の
様
子
を
お
伝
え
す
る
︒

雨
滴
を
か
い
く
ぐ
る
曖
昧
戦
略

　

北
京
２
０
２
２
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
閉
幕

し
た
翌
日
の
２
月
21
日
︑
ロ
シ
ア
は
ウ
ク

ラ
イ
ナ
東
部
の
ド
ネ
ツ
ク
地
区
と
ル
ガ
ン

ス
ク
地
区
を
独
立
国
家
と
し
て
承
認
し
︑

ロ
シ
ア
軍
を
派
遣
︒
イ
ス
ラ
エ
ル
は
キ
エ

フ
に
あ
る
大
使
館
を
西
部
の
リ
ヴ
ィ
ウ
へ

移
動
す
る
こ
と
を
発
表
し
︑
ウ
ク
ラ
イ
ナ

に
滞
在
す
る
イ
ス
ラ
エ
ル
人
へ
直
ち
に
国

外
退
避
す
る
よ
う
促
し
た
︒
エ
ル
サ
レ
ム

で
は
対
応
の
協
議
が
続
い
て
い
た
が
︑
欧

米
諸
国
か
ら
素
早
く
出
さ
れ
た
非
難
声
明

と
は
裏
腹
に
イ
ス
ラ
エ
ル
は
苦
慮
し
て
い

た
︒﹁
歴
史
的
に
正
し
い
見
地
に
立
つ
﹂

と
表
明
し
た
が
︑
ベ
ネ
ッ
ト
首
相
は
閣
僚

48

イ
ス
ラ
エ
ル

多
角
多
論

ロ
シ
ア 

・ 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
と

　

 
イ
ス
ラ
エ
ル
の
葛
藤

齋
藤
真
言
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今
月
号
は
少
し
趣
向
を
変
え
て
、
日
本

人
の
ユ
ダ
ヤ
人
観
や
イ
ス
ラ
エ
ル
観
に
つ

い
て
直
接
イ
ス
ラ
エ
ル
の
研
究
者
か
ら
意

見
を
伺
う
こ
と
に
し
た
。
お
話
い
た
だ
く

の
は
、
ハ
イ
フ
ァ
大
学
前
ア
ジ
ア
学
科
長

の
ロ
テ
ム
・
コ
ー
ネ
ル
教
授
。
イ
ス
ラ
エ

ル
日
本
学
会
の
前
会
長
で
、
イ
ス
ラ
エ
ル

に
お
け
る
日
本
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
。

　

コ
ー
ネ
ル
教
授
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
日

本
人
種
論
の
変
遷
を
研
究
し
た
著
書
第
一

巻
『
白
か
ら
黄
色
へ
―
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の

人
種
思
想
か
ら
見
た
「
日
本
人
」
の
発
見

１
３
０
０
年
～
１
７
３
５
年
』
の
日
本
語

版
が
二
月
に
刊
行
さ
れ
、
第
二
巻
資
料
の

補
足
調
査
の
た
め
、
来
日
中
。『
対
馬
―

日
本
海
海
戦
の
再
評
価
』
の
日
本
語
版
出

版
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

m

日
本
に
関
心
を
持
つ
き
っ
か
け

滝
川　

コ
ー
ネ
ル
先
生
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル

の
日
本
学
会
を
率
い
る
研
究
者
の
お
ひ
と

り
で
す
が
、
日
本
に
関
心
を
抱
か
れ
た
き

っ
か
け
は
、
何
で
す
か
。

コ
ー
ネ
ル
教
授　

生
ま
れ
つ
き
日
本
に
関

心
が
あ
る
人
な
ど
い
ま
せ
ん
。
ほ
か
の
国

に
つ
い
て
も
そ
う
で
す
ね
。
そ
れ
で
も
私

の
場
合
、
か
な
り
幼
い
頃
か
ら
、
関
心
を

持
ち
始
め
ま
し
た
。
高
校
の
教
師
だ
っ
た

父
親
は
、
今
は
故
人
と
な
り
ま
し
た
が
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
に
辛
く
も

生
き
残
り
、
イ
ス
ラ
エ
ル
で
海
軍
将
校
に

な
っ
た
人
で
、
歴
史
、
特
に
第
二
次
世
界

大
戦
史
に
、
そ
れ
こ
そ
憑
か
れ
た
よ
う

に
、
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
家

は
、
こ
の
関
連
の
本
で
一
杯
で
し
た
。
こ

の
よ
う
な
環
境
で
し
た
の
で
、
私
は
少
年

た
き
が
わ 

よ
し
とl

ア
ラ
ブ
・
イ
ス
ラ
エ

ル
軍
事
紛
争
の
研
究
者
。
イ
ス
ラ
エ
ル
大
使

館
前
チ
ー
フ
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
オ
フ
ィ

サ
ー
、中
東
報
道
研
究
機
関
〈
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
〉

日
本
代
表
。
ミ
ル
ト
ス
刊
の
著
書
に
『
日
本

型
思
考
と
イ
ス
ラ
エ
ル
』、
訳
書
に
『
深
淵

よ
り 

ラ
ビ
・
ラ
ウ
回
想
録
』『
甦
り
と
記
憶
』

『
ケ
ー
ス
・
フ
ォ
ー
・
イ
ス
ラ
エ
ル
』
他
多
数
。

滝
川
義
人

イ
ス
ラ
エ
ル
か
ら
見
た
日
本

日
本
の
非
常
識
か
ら
み
た
中
東
の
非
常
識

―
―
コ
ー
ネ
ル
教
授
の
日
本
論
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ア
イ
ア
ン
ド
ー
ム
の
威
力

　

二
〇
一
四
年
七
月
八
日
、
エ
ル
サ
レ
ム

郊
外
の
デ
コ
ボ
コ
道
を
車
で
走
っ
て
い
た

時
の
こ
と
だ
っ
た
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の

た
め
に
設
け
ら
れ
た
検
問
所
を
通
り
過
ぎ

た
後
、
カ
ー
ラ
ジ
オ
か
ら
け
た
た
ま
し
い

警
戒
音
が
鳴
り
響
い
た
。
私
は
思
わ
ず
、

後
部
座
席
で
眠
る
幼
い
息
子
の
ほ
う
を
振

り
返
り
、
同
時
に
恐
怖
で
膝
が
震
え
る
の

を
感
じ
た
。
こ
こ
数
週
間
、
パ
レ
ス
チ
ナ

の
イ
ス
ラ
ム
武
装
組
織
ハ
マ
ス
と
の
戦
争

が
始
ま
る
の
で
は
と
の
噂
が
絶
え
な
か
っ

た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
が
イ
ス
ラ
ム
武
装
組

織
を
標
的
と
し
た
軍
事
作
戦
を
始
め
て
い

た
か
ら
で
あ
る
。
ハ
マ
ス
は
そ
の「
憲
章
」

で
イ
ス
ラ
エ
ル
を
抹
消
し
て
イ
ス
ラ
ム
国

家
を
樹
立
す
る
と
謳う
た

う
組
織
で
あ
り
、
何

年
に
も
わ
た
っ
て
地
下
ト
ン
ネ
ル
を
利
用

し
て
エ
ジ
プ
ト
か
ら
武
器
や
物
資
を
密
輸

し
て
い
た
。

　

夕
方
六
時
半
頃
、
並
木
が
生
い
茂
る
安

全
な
道
を
選
ん
で
無
事
に
自
宅
に
帰
り
着

き
、
息
子
の
オ
レ
ン
を
ベ
ッ
ド
に
寝
か
せ

た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
、
予
想
し
た
と
お

り
空
襲
警
報
の
サ
イ
レ
ン
が
物
悲
し
く
鳴

り
響
い
た
。
そ
の
最
初
の
夜
、
ハ
マ
ス
は

テ
ル
ア
ビ
ブ
と
エ
ル
サ
レ
ム
に
Ｍ
75
ミ
サ

イ
ル
を
何
発
も
打
ち
込
ん
だ
。
こ
の
イ
ス

ラ
エ
ル
の
二
大
都
市
が
攻
撃
の
射
程
距
離

に
入
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
た
人
は
少
な

か
っ
た
。

　

四
階
下
に
あ
る
シ
ェ
ル
タ
ー
ま
で
息
子

を
抱
え
て
降
り
た
が
、
息
子
は
怯
え
て
い

る
様
子
だ
っ
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
や
パ
レ
ス

チ
ナ
自
治
区
で
あ
る
ガ
ザ
で
も
、
同
じ
よ

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
国
イ
ス
ラ
エ
ル

――
世
界
を
変
え
た
15
の
物
語

ア
ビ
・
ヨ
レ
シ
ュ
（
横
田
勇
人 

訳
）

新刊の「序章」を
本誌で紹介

新刊紹介
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去
る
１
月
18
日
に
、
日
本
の
経
済
産

業
省
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）

経
済
省
、
イ
ス
ラ
エ
ル
経
済
産
業
省
、
ジ

ェ
ト
ロ
（
日
本
貿
易
振
興
機
構
）
の
共
催
で

「UAE-Japan-Israel 

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
い
う
オ
ン
ラ
イ
ン
・

セ
ミ
ナ
ー
（
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
）
が
開
催
さ
れ
た
。

２
０
２
０
年
の
ア
ブ
ラ
ハ
ム
合
意
以
来
、

中
東
情
勢
が
新
た
な
局
面
に
入
っ
た
こ
と

を
受
け
、
協
力
関
係
を
再
構
築
し
て
い
こ

う
と
い
う
３
カ
国
政
府
の
共
通
の
思
い
を

元
に
企
画
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。
ジ

ェ
ト
ロ
に
よ
れ
ば
、
本
イ
ベ
ン
ト
は
１
年

前
に
企
画
さ
れ
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
で
延
び
延
び
に
な
り
、
や
っ
と
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
実
現
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

　

そ
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

l

基
調
講
演　

ア
ブ
ラ
ハ
ム
合
意
の
経
済

的
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

l

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

①
３
カ
国
連
携
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
――

　

ビ
ジ
ネ
ス
の
有
望
分
野

　

②
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
新
事
業
の

　

創
出
――
民
間
の
取
り
組
み

　

今
回
は
そ
の
要
点
を
紹
介
す
る
が
、
本

ウ
ェ
ビ
ナ
ー
は
録
音
・
録
画
、
コ
ン
テ
ン

ツ
の
二
次
利
用
が
禁
止
と
な
っ
て
い
た
た

め
、
本
稿
は
講
演
中
に
取
っ
た
筆
者
の
メ

モ
と
記
憶
と
を
元
に
し
て
お
り
、
文
責
は

筆
者
に
帰
す
る
こ
と
を
付
し
て
お
く
。

新
た
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

　

ま
ず
ア
ブ
ラ
ハ
ム
合
意
に
つ
い
て
簡
単

に
振
り
返
っ
て
お
こ
う
。
ト
ラ
ン
プ
前
ア

メ
リ
カ
大
統
領
の
仲
介
に
よ
り
、
２
０
２

Ｕ
Ａ
Ｅ
・
日
本
・
イ
ス
ラ
エ
ル

　

 
協
力
の
可
能
性
と
意
義

新
井　

均

l

日
本
・
イ
ス
ラ
エ
ル　
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
道l

2
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オゼル先生　みさとさん、熱心に何を
見ているのですか。
みさと　カラヴァッジオが描いた「イ
サクの犠牲」の絵です。

先　イサクの恐怖の表情がすごい迫力
で、緊迫感が伝わってきますね。ただ、
この絵は聖書の内容と少し違っている
のではないかと感じます。
み　どうしてですか。アブラハムはイ
サクを捧げようとしましたよね。
先　はい。それを主の使いが止めたわ
けですが、問題は止めるタイミングが
いつだったのかです。

み　この絵を見る限り、イサクを殺す
寸前に止められた感じですね。
先　聖書にはどう書いてありますか。
み　「そしてアブラハムは、手を伸ば
して刃物を取り、息子を屠ろうとした。
そのとき、天から主の御使いが……」
（創世記 22:10~11、新共同訳）です。
先　では対訳を見てみましょう（下参
照）。10 節の直訳は「そしてアブラハ
ムは彼の手を伸ばし、そして刃物を取
った。彼の息子を屠るために」です。
その後、11 節で「すると主の使いは
天から呼びかけた」となっています。
つまり、アブラハムが刃物を取ったと
ころで主の使いが止めているように読
めます。この絵のように、刃物をイサ
クに向けるまでには至っていないよう
に思えるのです。アブラハムの行動は
あくまで「手を伸ばして刃物を取った」
までです。「屠るために I+Hf!   M%  〈りシ
ュほット〉」という動詞は不定詞に前

スタンプアート：

GOD MILK
〈ごっどみるく〉

みさとさんの素朴な疑問に、ヘブライ語のオゼル先生が答えるコーナー

教えて！ヘブライ語

Q.29
主の使いがアブラハムを
止めたのはいつ？

1 Page  - (S:\1出版部\雑誌みるとす\2204\2204原稿\Gen22.10.td4)

ふらュシイァヴ
たしば伸てしそ
単男３未パ・倒

ムハラヴア
はムハラブア

男固

トッエ
を
前

ードヤ
手の彼

尾・単女

ふカイァヴ
たっ取てしそ

単男３未パ・倒

トッエ
を
前

トッれへアマハ
物刃

単女・冠

トッほュシり
にめたる屠

不パ・前

トッエ
を
前

ーノベ
子息の彼
尾・単男

1 Page  - (S:\1出版部\雑誌みるとす\2204\2204原稿\Gen22.10.td4)

ふらュシイァヴ
たしば伸てしそ
単男３未パ・倒

ムハラヴア
はムハラブア

男固

トッエ
を
前

ードヤ
手の彼

尾・単女

ふカイァヴ
たっ取てしそ

単男３未パ・倒

トッエ
を
前

トッれへアマハ
物刃

単女・冠

トッほュシり
にめたる屠

不パ・前

トッエ
を
前

ーノベ
子息の彼
尾・単男

《ヘブライ語と日本語は右から左に読む》
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● 〝
絶
望
〟
と
い
う
名
の
選
手

　

２
月
に
北
京
で
行
な
わ
れ
た
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
日
本
人

選
手
た
ち
の
活
躍
が
見
ら
れ
た
が
、
女
子
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト

で
は
ロ
シ
ア
選
手
が
メ
ダ
ル
を
独
占
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

の
が
前
評
判
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
も
金
メ
ダ
ル
候
補
に
挙
げ
ら

れ
て
い
た
15
歳
の
選
手
は
、
生
ま
れ
持
っ
た
手
足
の
長
さ
と
身
体

の
し
な
や
か
さ
、
技
術
の
高
さ
、
演
技
の
美
し
さ
等
、
あ
ら
ゆ
る

点
で
他
を
圧
倒
、
そ
の
練
習
の
様
子
を
見
た
他
の
選
手
に
、
そ
う
、

た
と
え
そ
の
選
手
に
親
か
ら
も
ら
っ
た
〝
希
望
〟
や
〝
望
み
〟
と

い
う
立
派
な
名
前
が
あ
っ
た
と
し
て
も
や
は
り
、「
あ
ゝ
、
自
分

は
と
て
も
か
な
わ
な
い
」
と
諦
め
や
絶
望
の
感
情
を
抱
か
せ
て
し

ま
う
だ
ろ
う
、
と
い
う
ロ
シ
ア
チ
ー
ム
の
戦
略
も
あ
っ
て
か
〝
絶

望
〟
と
い
う
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
で
呼
ば
れ
て
い
た
。

　

そ
の
〝
絶
望
〟
選
手
は
予
想
に
た
が
わ
ず
、
最
初
の
シ
ョ
ー
ト

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
１
位
、
他
の
２
人
の
ロ
シ
ア
選
手
が
そ
れ
に
続
い

た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
間
に
、〝
絶
望
〟
選
手
の
体
内
か
ら
（
持
久
力

向
上
、
疲
労
軽
減
、
酸
素
の
効
率
的
な
取
り
込
み
を
は
か
る
）
薬
物
３
種

が
検
出
さ
れ
て
い
た
疑
い
が
あ
る
こ
と
で
、
周
囲
が
急
に
騒
が
し

く
な
る
。
そ
し
て
、
本
番
の
フ
リ
ー
最
終
組
の
最
後
に
〝
絶
望
〟

選
手
が
颯
爽
と
登
場
。
だ
れ
も
が
固
唾
を
の
み
な
が
ら
見
守
る
そ

の
華
麗
な
演
技
。
と
、
突
然
、〝
絶
望
〟
が
転
倒
、
そ
れ
も
３
度
、

と
い
う
考
え
ら
れ
な
い
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
起
き
た
。
唖
然
と
す
る
周

囲
、
激
怒
す
る
ロ
シ
ア
の
コ
ー
チ
。
結
果
的
に
、〝
絶
望
〟
選
手

は
絶
望
の
苦
し
み
を
自
ら
が
背
負
っ
て
４
位
に
終
わ
り
、
日
本
人

選
手
が
３
位
で
銅
メ
ダ
ル
を
手
に
し
た
。 池

田
　
裕

ひ
ま
わ
り

聖
書
の
世
界 

エ
ッ
セ
イ
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v
ユ
ダ
ヤ
の
早
春
の
祭

　

東
京
で
も
梅
が
ほ
こ
ろ
び
は
じ
め
、

春
の
陽
気
が
や
っ
て
き
た
。
花
粉
が
飛

び
始
め
て
つ
ら
く
も
あ
る
が
、
空
気
が

緩
ん
で
新
芽
が
膨
ら
み
、
新
し
い
命
が

始
ま
っ
て
い
く
よ
う
な
日
々
に
自
然
と

心
が
浮
足
立
つ
の
を
感
じ
る
。

　

ユ
ダ
ヤ
教
に
も
そ
ん
な
祭
り「
ト
ゥ
・

ビ
シ
ュ
バ
ッ
ト
」
が
あ
る
。
正
式
に
は

聖
書
由
来
の
祝
日
で
は
な
く
慣
習
の
よ

う
な
も
の
だ
が
、
学
校
に
よ
っ
て
は
休

み
だ
っ
た
り
、
遠
足
に
行
っ
た
り
、
気

軽
に
皆
生
活
の
中
に
取
り
入
れ
て
い
る
。

　

ト
ゥ
・
ビ
シ
ュ
バ
ッ
ト
と
は
、
ユ
ダ

ヤ
暦
の
シ
ュ
バ
ッ
ト
月
の
15
日
、
と
い

う
意
味
。
単
に
日
付
を
指
し
て
い
る

が
、
た
だ
の
日
付
で
は
な
く
、「
樹
木

の
新
年
」
と
訳
さ
れ
る
日
だ
。
も
と
も

と
は
樹
木
に
対
す
る
10
分
の
１
税
を
算

定
し
た
日
で
あ
り
、
ユ
ダ
ヤ
の
口
伝
律

法
の
中
で
「
樹
木
の
新
年
」
と
し
て
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

聖
書
時
代
、
ト
ゥ
・
ビ
シ
ュ
バ
ッ
ト

は
最
初
の
果
物
を
エ
ル
サ
レ
ム
の
神
殿

に
捧
げ
る
日
だ
っ
た
。
し
か
し
神
殿
が

崩
壊
し
ユ
ダ
ヤ
人
が
離
散
す
る
と
ト

ゥ
・
ビ
シ
ュ
バ
ッ
ト
は
象
徴
的
な
意
味

だ
け
が
残
っ
た
が
、
中
世
に
ツ
フ
ァ
ッ

ト
の
ユ
ダ
ヤ
教
神
秘
主
義
者
に
よ
っ

て
、
過
越
祭
の
セ
デ
ル
（
過
越
祭
の
最
初

の
夕
食
で
行
な
う
儀
式
）
や
ハ
ガ
ダ
ー
（
セ

デ
ル
の
手
順
を
書
い
た
書
）
の
よ
う
な
、

決
め
ら
れ
た
種
類
の
果
実
を
10
種
類
食

べ
る
な
ど
の
作
法
が
作
ら
れ
た
と
い
う
。

　

そ
れ
が
代
々
に
渡
っ
て
、
全
世
界
に

離
散
し
て
い
る
ユ
ダ
ヤ
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
に
広
が
り
、
ど
の
地
域
で
も
手
に
入

こ
し
で 

み
づ
きl

フ
ー
ド
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
。
上
智
大
学
神
学
部
卒
業
。
２

０
０
７
年
～
08
年
ハ
イ
フ
ァ
大
学
、
ヘ
ブ

ラ
イ
大
学
留
学
。
帰
国
後
フ
ー
ド
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
師
事
。
現
在
独
立
し
、

イ
ス
ラ
エ
ル
他
各
国
料
理
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
、
ケ
ー
タ
リ
ン
グ
も
行
な
っ
て
い
る
。

越
出
水
月

ト
ゥ
・
ビ
シ
ュ
バ
ッ
ト

イ
ス
ラ
エ
ル 

御
馳
走
帖

7568

IB)  f!   j%    n"I
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l

ゴ
リ
ア
ト
の
挑
発

　

サ
ム
エ
ル
記
に
は
、
こ
れ
ま
で
イ
ス
ラ

エ
ル
と
ペ
リ
シ
テ
人
と
の
戦
い
が
２
度
記

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
最
初
の
戦
い
は
ア
フ

ェ
ク
で
の
戦
い
で
す
。
そ
の
時
に
イ
ス
ラ

エ
ル
は
大
敗
を
喫
し
、
シ
ロ
に
あ
っ
た
神

の
箱
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。
戦
場
は
エ
フ
ラ

イ
ム
族
の
嗣
業
の
地
の
北
西
で
、
現
在
の

ロ
シ
ュ
・
ハ
ア
イ
ン
の
近
く
で
す
（
４
章
）。

次
は
、
ヨ
ナ
タ
ン
が
山
の
尾
根
に
あ
っ
た

ペ
リ
シ
テ
人
の
守
備
隊
を
破
っ
た
戦
い
で

す
。
こ
れ
は
ベ
ニ
ヤ
ミ
ン
領
の
山
上
ミ
ク

マ
ス
で
始
ま
り
、
ユ
ダ
の
山
地
を
西
に
下

り
、
エ
ル
サ
レ
ム
か
ら
西
に
約
15
㎞
の
地

点
に
あ
る
現
在
の
ラ
ト
ゥ
ル
ン
（
エ
マ
オ
）

に
ま
で
及
び
ま
し
た
（
13
～
14
章
）。

　

３
度
目
の
戦
い
は
、
ユ
ダ
の
南
西
部
に

あ
る
ソ
コ
の
丘
と
ア
ゼ
カ
の
丘
の
間
に
あ

る
エ
ラ
の
谷
へ
と
舞
台
が
移
り
ま
す
。
ペ

リ
シ
テ
人
は
、
地
中
海
沿
岸
の
南
に
あ
る

ガ
ザ
か
ら
ヤ
ッ
フ
ォ
の
北
部
ま
で
支
配
を

広
げ
て
い
ま
し
た
。
彼
ら
は
あ
ら
ゆ
る
力

を
用
い
て
南
か
ら
北
に
、
ま
た
西
の
海
岸

平
野
か
ら
東
の
山
地
へ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
人

を
圧
迫
し
て
い
ま
し
た
。

　

最
初
の
戦
場
は
北
方
、
次
の
戦
い
は
中

央
部
、
そ
し
て
今
度
の
戦
い
は
南
方
の
ユ

ダ
の
低
地
、
エ
ラ
の
谷
で
す
。

　
ペ
リ
シ
テ
人
は
戦
争
の
た
め
に
陣
営
を

集
め
た
。
…
…
サ
ウ
ル
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の

民
も
集
結
し
、
エ
ラ
の
谷
に
陣
を
敷
い
て

ペ
リ
シ
テ
人
と
の
戦
争
に
備
え
た
。

（
１
～
２
節
）

　

現
在
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
学
校
で
は
遠
足

な
ど
で
エ
ラ
の
谷
へ
行
き
、「
あ
ち
ら
が

ペ
リ
シ
テ
人
の
陣
地
、
こ
ち
ら
が
サ
ウ
ル

の
軍
」
と
聖
書
の
舞
台
に
立
っ
て
学
び
ま

す
。
そ
れ
ほ
ど
ダ
ビ
デ
と
ゴ
リ
ア
ト
の
話

は
有
名
で
す
が
、
こ
の
〝
奇
妙
な
〟
戦
い

の
話
の
本
質
は
何
な
の
か
改
め
て
考
え
て

（
那
須
雄
二 

訳

）

ベ
ニ
ー
・
ラ
ウ

ゴ
リ
ア
ト
と
の
戦
い

《
サ
ム
エ
ル
記
上
17
章
》

サムエル記講話

FAM  JQB  BYE
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❍ 

相
反
す
る
意
味

　

新
約
聖
書
を
ギ
リ
シ
ア
語
で
読
ん
で

い
る
人
が
ギ
リ
シ
ア
を
訪
れ
る
と
︑
す

ぐ
に
気
づ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
︒
そ
れ

は
聖
書
に
使
わ
れ
て
い
る
単
語
が
︑

現
代
の
ギ
リ
シ
ア
で
も
至
る
所
に
見
ら

れ
る
こ
と
で
す
︒
例
え
ば
︑
旧
約
聖
書

の
﹁
出
エ
ジ
プ
ト
記
﹂
は
70
人
訳
ギ

リ
シ
ア
語
聖
書
に
よ
れ
ばΕΞΟ

ΔΟ
Σ

︵ἔξοδος

︶︿
エ
ク
ソ
ド
ス
﹀
で
す
が
︑

現
在
で
は
﹁
出
口
﹂
の
意
味
と
し
て
使

わ
れ
︑
公
共
交
通
機
関
な
ど
で
は
必
ず

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
︵
下
写
真
︶︒

　

ま
た
新
約
聖
書
に
繰
り
返
し
出
て
く

る
動
詞ἔρχομαι
︿
エ
ル
ホ
メ
﹀﹁
来
る
﹂

は
︑
今
日
で
も
聖
書
と
同
じ
用
法
で
使

わ
れ
て
い
ま
す
︒
そ
れ
で
聖
書
の
ギ
リ

シ
ア
語
を
学
ぶ
に
は
︑
ま
ず
現
代
ギ
リ

シ
ア
語
に
よ
っ
て
ギ
リ
シ
ア
語
に
馴
染

む
ほ
う
が
よ
り
効
果
的
で
は
な
い
か
︑

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
︒

　

例
え
ば
︑
以
下
の
よ
う
な
２
つ
の
聖

句
を
読
み
比
べ
て
み
ま
し
ょ
う
︒

　
誰
も
︑
真
新
し
い
布
切
れ
で
︑
古
い

服
に
継
ぎ
を
当
て
た
り
は
し
な
い
︒
そ

の
継
ぎ
切
れ

0

0

0

0

が
服
を
引
き
裂
き
︑
破
れ

は
も
っ
と
ひ
ど
く
な
る
か
ら
だ
︒

︵
マ
タ
イ
伝
９
・
16
︑
協
会
共
同
訳
︶

現
代
ギ
リ
シ
ア
語
で
読
む

　
 

新
約
聖
書 

（
１
）

目
か
ら
　
　
　
　
の
新
約
聖
書

ウ
ロ
コ

藤
原
豊
樹

4
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● 

ユ
ダ
ヤ
教
の
改
革
者
イ
エ
ス

　

ユ
ダ
ヤ
教
の
神
は
︑
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民

に
と
っ
て
の
み
唯
一
の
絶
対
者
で
あ
り
︑

歴
史
を
支
配
す
る
人
格
神
で
あ
り
︑
天
地

の
創
造
主
な
の
で
あ
る
が
︑
こ
の
限
定
さ

れ
た
﹁
神
﹂
を
︑
生
け
る
神
と
し
て
万
人

の
父
と
な
し
た
の
が
キ
リ
ス
ト
教
で
あ

る
︒
ユ
ダ
ヤ
教
徒
ナ
ザ
レ
の
イ
エ
ス
︵
Ｂ

Ｃ 

６
／
４
頃
～
Ａ
Ｄ
30
頃
︶
が
︑
厳
格
な
戒

律
に
疑
問
を
持
ち
︑
ユ
ダ
ヤ
教
の
改
革
を

目
指
し
て
戒
律
を
超
越
す
る
信
仰
を
説
い

て
ま
わ
っ
た
︒
神
を
﹁
父
の
よ
う
な
身
近

な
存
在
﹂
で
あ
る
と
み
て
﹁
神
の
国
﹂
の

教
え
を
広
め
︑
下
層
階
級
か
ら
熱
狂
的
に

支
持
さ
れ
た
こ
と
か
ら
始
ま
る
︒
当
時
の

パ
レ
ス
チ
ナ
一
帯
で
は
︑
ユ
ダ
ヤ
教
の
戒

律
を
正
確
に
遵
守
す
る
た
め
に
は
︑
か
な

り
の
経
済
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
必
要

で
あ
り
︑
そ
れ
が
可
能
な
人
々
は
決
し
て

多
く
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
︒

ﾠ

﹁
神
の
国
﹂
と
は
ヘ
ブ
ラ
イ
思
想
で
は
︑

異
教
徒
や
敵
対
す
る
民
族
が
滅
び
て
正
義

の
神
が
王
と
し
て
支
配
す
る
︑
選
民
だ
け

の
理
想
的
な
正
義
の
王
国
の
こ
と
を
指

す
︒
し
か
し
イ
エ
ス
は
︑
正
義
の
王
国
で

は
な
く
平
和
と
愛
に
満
ち
た
神
の
国
が
実

際
に
近
づ
い
て
い
る
と
信
じ
て
︑
子
供
の

よ
う
に
な
っ
て
愛
の
王
国
に
入
る
こ
と
を

教
え
た
︒
神
を
﹁
父ア
バ

﹂
と
呼
ぶ
こ
と
は
ユ

ダ
ヤ
教
時
代
に
は
な
か
っ
た
こ
と
で
︑
こ

こ
か
ら
教
父
時
代
に
な
っ
て
︑﹁
三
位
一

体
論
﹂
が
起
こ
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
︒

ア
バ
は
﹁
お
と
う
ち
ゃ
ん
﹂
と
い
う
程
度

の
幼
稚
な
表
現
で
あ
り
︑
神
の
国
へ
入
る

た
め
に
も
︑
子
供
の
よ
う
に
な
っ
て
神
に

従
う
こ
と
を
象
徴
的
に
示
し
た
︒

　

イ
エ
ス
の
出
現
以
前
に
も
︑
ユ
ダ
ヤ
教

の
中
に
新
し
い
教
団
が
発
生
し
て
お
り
︑

そ
の
な
か
に
﹁
死
海
文
書
﹂
で
知
ら
れ
る

﹁
ク
ム
ラ
ン
教
団
﹂
や
﹁
エ
ッ
セ
ネ
派
﹂︑

塩
尻
和
子

キ
リ
ス
ト
教
の
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意
外
な
光
景

　

昨
年
イ
ス
ラ
エ
ル
に
滞
在
し
て
い
た

際
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
友
人
が
経
営
す
る
レ

ス
ト
ラ
ン
に
招
待
さ
れ
た
。
ユ
ダ
ヤ
教

の
食
事
規
定
を
き
ち
ん
と
守
り
、
料
理

は
ど
れ
も
美
味
し
く
、
内
装
も
お
洒
落

で
、
ラ
ン
チ
時
と
も
な
れ
ば
席
が
な
か

な
か
空
か
な
い
地
元
で
も
評
判
の
店
だ

っ
た
。
ユ
ダ
ヤ
人
が
多
い
の
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
だ
が
、
店
内
に
は
な
ぜ
か
ア

ラ
ブ
人
の
姿
も
多
く
見
か
け
た
。
そ
れ

も
若
者
だ
け
で
な
く
、
ヒ
ジ
ャ
ー
ブ
を

被
っ
た
年
配
の
女
性
や
子
供
を
連
れ
た

家
族
も
利
用
し
て
い
た
。

　

い
わ
ゆ
る
伝
統
的
な
イ
ス
ラ
ム
教
徒

が
ユ
ダ
ヤ
人
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
足
を
運

ん
で
い
る
の
が
少
し
意
外
で
あ
り
驚
き

だ
っ
た
。
友
人
の
説
明
に
よ
る
と
、
ア

ラ
ブ
人
に
と
っ
て
ユ
ダ
ヤ
の
食
事
規
定

を
守
る
レ
ス
ト
ラ
ン
は
実
は
安
心
し
て

食
事
が
で
き
る
場
所
だ
そ
う
だ
。
一
昨

年
の
ア
ブ
ラ
ハ
ム
合
意
か
ら
中
東
で
は

和
平
の
兆
し
が
見
え
つ
つ
つ
あ
る
中
、

イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
ユ
ダ
ヤ
人
の
レ
ス
ト

ラ
ン
に
安
心
し
て
来
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
良
い
こ
と
で
あ
る
。

類
似
点
と
相
違
点

　

中
東
で
発
祥
し
た
ユ
ダ
ヤ
教
と
イ
ス

ラ
ム
教
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
決
め
ら
れ

た
食
事
規
定
が
あ
る
。
ユ
ダ
ヤ
教
で
は

ヘ
ブ
ラ
イ
語
で
「
適
正
」
を
意
味
す
る

「
コ
ー
シ
ェ
ル
」（
英
語
発
音
で
コ
ー
シ
ャ
）

と
呼
ば
れ
、
イ
ス
ラ
ム
教
で
は
「
許
さ

れ
て
い
る
」
と
い
う
意
味
の
「
ハ
ラ
ー

ル
」
と
呼
ば
れ
る
。
当
然
な
が
ら
、
こ

の
２
つ
の
宗
教
の
食
事
規
定
に
は
そ
れ

ぞ
れ
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　

ご
存
知
の
と
お
り
、
ユ
ダ
ヤ
教
で
は

ワ
イ
ン
や
ビ
ー
ル
な
ど
の
飲
酒
は
Ｏ
Ｋ

だ
が
、
イ
ス
ラ
ム
教
で
は
ア
ル
コ
ー
ル

類
の
飲
酒
や
使
用
が
一
切
禁
じ
ら
れ
て

い
る
。
ユ
ダ
ヤ
教
で
は
乳
製
品
と
肉
類

を
一
緒
に
食
べ
て
は
い
け
な
い
が
、

イ
ス
ラ
ム
教
に
そ
の
よ
う
な
規
則
は
な

い
。
ユ
ダ
ヤ
教
徒
は
魚
を
食
べ
る
が
、

光
永
光
翼

ハ
ラ
ー
ル
と
コ
ー
シ
ェ
ル

知
っ
て
お
き
た
い
中
東
・
イ
ス
ラ
ム
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←よく使っているロゴですが、
　サイズを変更すると、背景の水色の形が変わってしまいます。
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